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高校教育における地理科目の必履修化に向けて
Toward compulsory subject Geography in senior high school education
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多発する自然災害やグローバル化の進展、地域社会の衰退といった状況の中で、地理教育の重要性が高まっている。
その一方で、過去 20年余にわたり、高校の地理・歴史科では、世界史のみが必履修科目として位置付けられ、選択履

修科目とされた地理は、現在でも約半数の生徒が履修しているに過ぎない。
2006年秋には世界史の「未履修問題」が全国の高校で表面化して、地理・歴史科の科目や履修の在り方に課題がある

ことが明らかになり、今日までそれらをめぐる議論が続いている。
　そうした流れの中で、日本学術会議高校地理歴史科教育に関する分科会は、2011年 8月に、高校地理歴史科教育の

現状と問題点の分析および改革案を盛り込んだ提言「新しい高校地理・歴史教育の創造－グローバル化に対応した時空
間認識の育成－」を発表した。
提言は、高校地理教育の問題点として、地理が必履修科目でないことの弊害と、従来の知識中心の教授に替わる地図・

空間情報を利活用できるスキル育成の重要性などを指摘し、
その改革案として、新科目を創設し、同時に創設される新しい歴史科目とともに必履修化することを謳っている。さ

らには、研究者と教育現場の教師が共同して作成した新しい地理科目「地理基礎」を例示している。
Ⅰ．現代世界の特質と課題
1.地球スケールでとらえる現代社会 2.世界の諸地域の多様な自然と文化 3.世界の経済・社会とさまざまな課題
Ⅱ．地域の特性を活かした町づくり
1.地域社会の特質 2.地域の中の地理的な諸課題と地域調査
提言をうけ、次期学習指導要領での地理科目必履修化に向けて、これまで、二つの学校で「地理基礎」に関する実証的

な研究が進められている。
2011年度から 2013年度まで研究に取り組んだ日本橋女学館高校では、(1)地域調査などの学習の年間指導計画への位

置付け、(2)教師の指導能力の向上、(3)町づくりなどの探究学習に対する評価の視点や方法、(4)地誌的学習の要素の取
り入れ方といった課題が明らかになった。2013年度からは、これらを引き継ぎつつ、神戸大学附属中等教育学校で研究
が続けられている。
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